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第15期第1回　常任理事会

議 事 録

　日　時

　場　所

　出席者
本，有住，

　列席者

　報　告

昭和43年8月5日　15．00～18．00

気象庁予報部会議室

山本理事長，大田，神山，大井，北川，根
朝倉，毛利，小平，松本，竹内常任理事

高橋，須田理事

　　庶務：1．中島暢太郎，曲田光夫，吉田泰治の各氏
に秋季大会シンポジウムの話題提供方を依頼した．

　2．日本学術会議国際海洋科学協会第15回総会準備小
委員会委員長から第15回総会を1970年にわが国で開催す

ることになったので協力の依頼があった．

　3．日本放射性同位元素協会から第6回理工学におけ
る同位元素研究発表会の共同主催者として参加の依頼が

あった．参加の場合は9月10日までに運営委員1名選出

を要する．また前回は1口2，000円の共催分担金の醸出
を要した．

　（結論）庶務理事が地球化学および応用気象研究部の

意見を聞いて処理する．

　4．気象学会関西支部から8月1日から管区気象台が
新庁舎へ移るのに伴なって支部事務所も移転するので，

支部規約第2条を「本支部は事務所を大阪市東区法円坂

町6～25大阪合同庁舎第2号館大阪管区気象台内におく」

と改正方の申請があり，7月31日これを承認した．

　5．日本化学会から化学技術賞受賞候補推薦者の依頼

があった．〆切9月30日まで
　（結論）学会賞推薦委員会で処理する．

　6．日本学術会議会長から43年度科研費補助金の審査

について，第1第2段審査委員がでているか，学会メン
バーから審査員が出ていた場合には学会に相談があった

か，第2段審査は好ましいか，その他参考事項等につい

て7月24日までに回答するようアンケートがあったので
回答した．

　（結論）本日の議題に追加し審議する．

　7．日本地球電磁気学会科研費問題対策小委員会から

同委員会の調査研究資料として知識を得るために，アン

ケートがきた．回答期限　8月15日

　（結論）本日の議題に追加し審議する．

　8．選管から気象学会推薦の学術会議会員の選挙結果
について別紙のとおり（別紙省略）報告があったので当

選の神山恵三，三宅泰雄，高橋浩一郎の三氏に気象学会

の候補者推選届を送付し，学術会議に提出方を依頼し
た．

　　集誌：Serebrenyあて二重投稿について照会したと
ころ釈明の返事がぎた．編集委員会で検討する．

　（結論）措置案を編集委員会で決めて次の理事会に提
出する．

　　講演：大企画会での研究発表が増加してきたので，

68

（来年度以降において）3会場にするか，会期を延ばす

か，夜間を利用するか等検討を要する．

　夏期大学関係：7月22～27日夏期大学を開催した．受

講者90名でそのうち10名が気象学会に入会した．なおこ

のような催しを支部でも開いたらどうかという意見があ

った．

　学術会議関係：札幌で第4部会が開かれた．科研費配

分の第2段階方式はまずいという各学協会の意見であっ

た．第2段階方式でやるならば第1段階委員のうちから

第2段階の委員を選ぶのがよいという意見が多かった．

　議　題

　議決事項

　1．評議員の選任について
　定員1名を欠員にしておくことが運営上望ましいと
し，下記の9名を候補者に推薦し，全理事の投票により

選出することになった．（＊新任）

　畠山久尚＊柴田淑次　川瀬二郎＊仁科伸彦　神原建鯉

沼寛一＊礒野謙治＊和達清夫　北岡竜海＊

　2．委員の選任について
　一部の候補者が内定した．その他の委員会は8月29日

の理事会で決める．

　3．前任理事からの引継事項の審議
　（1）気研ノートを特別会計とし，事業部予算とするこ

と．正式に特別会計にすることには問題（税問題など）

があるので，理事会での検討の材料にとどめる範囲で刊

行物別に収支を分計することを考究してみる．

　（2）評議員制の運用について
　　　諮問機関として活用すべきであるが差し当り名誉

会員のすいせんについて諮問することを検討する．

　（3）賛助会費増額の交渉　庶務理事が類似の他の学会

等の実状（会員数，会費等）を調査し，その結果にもと

づき賛助会費を決め，各理事が手分けして会員の増加に

努める．

　4．文部省科研費問題について（庶務報告事項，9，

10関連）

　科研費配分方法の問題は当学会としても慎重に検討す

る必要があるので，本日の議題にとりあげて討論した．

なお本件に関する問題は神山理事の担当とする．

　5．外国文献のリプリント刊行について
　須田，大井，毛利（庶務），根本（会計）理事の担当

とし準備委員会（委員長須田）を構成する．

　準備委員会は本件の計画大綱をたて常任理事会へ提案，

すること，なお論文の選定等を行なうには専門委員が必

要で，専門委員については集誌編輯委員と打合わせする
こと．

　承認事項
　高見晋一外17名の入会を承認する．

、天気”15．9．


